
特集  新設・改組のこれから

文科省事業を活用しプログラムを学部に発展

神戸山手学園との合併を生かした理系学部設置構想

情報収集と連携強化が組織改編の鍵

取材・文／本間学

　1
9
6
5
年
、
経
済
・
理
2
学
部
で

建
学
し
た
京
都
産
業
大
学
。
2
0
1
6

年
以
降
は
中
長
期
計
画
「
神
山

S
T
Y
L
E
２
０
３
０
」
に
基
づ
き
、

2
0
2
0
年
ま
で
の
第
１
期
は
新
設
・

改
組
に
よ
り
教
育
体
制
の
充
実
を
図
っ

た
。
今
で
は
京
都
市
郊
外
の
1
キ
ャ
ン

パ
ス
に
、
10
学
部
、
1
・
5
万
人
の
学

生
が
学
ぶ「
一
拠
点
総
合
大
学
」と
な
っ

た
。
第
２
期
（
2
0
2
1
年
〜
）
で
は
、

教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
整
備
し
、
全
学

に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を
導
入
。

Society5.0

時
代
に
求
め
ら
れ
る
教
育

の
充
実
に
努
め
て
い
る
。
第
３
期
が
始

ま
る
2
0
2
6
年
度
に
は
、
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
学
環
（
仮
称
）
を
開

設
予
定
だ
。
事
業
計
画
を
進
め
る
奥
村

靖
之
学
長
室
課
長
に
よ
る
と
、
こ
の
背

景
に
は
「
一
拠
点
総
合
大
学
だ
か
ら
こ

そ
生
み
出
せ
る
価
値
を
最
大
化
し
た
い

と
い
う
狙
い
が
あ
る
」。
拡
充
し
た
10

学
部
の
リ
ソ
ー
ス
を
生
か
し
、
中
長
期

計
画
に
掲
げ
た
「
文
理
、
分
野
融
合
型

の
教
育
の
実
施
」を
推
進
す
る
考
え
だ
。

　そ
の
実
現
に
向
け
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
答
申
で
示
さ
れ
た
学
部
の
枠
を
超

え
た
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
学
部
等
連
係

課
程
」
制
度
に
は
、
早
期
か
ら
注
目
を

し
て
い
た
が
、
学
生
ニ
ー
ズ
の
規
模
や

実
施
体
制
の
構
築
に
は
課
題
が
あ
る
た

め
、
ま
ず
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
す
る

こ
と
に
し
た
。学
問
分
野
は
、ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
合
致
す
る
も
の
は
何
か
と
い
う
観

点
で
議
論
し
た
。「
本
学
の
使
命
は
、〝
将

来
の
社
会
を
担
っ
て
立
つ
人
材
の
育

成
〞。
予
測
困
難
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ

社
会
志
向
で
未
来
を
構
想
し
、
自
ら
行

動
す
る
人
材
が
必
要
だ
。
新
学
環
の
入

学
者
が
社
会
で
活
躍
す
る
2
0
3
0
年

以
降
の
社
会
ニ
ー
ズ
か
ら
逆
算
し
、
自

学
の
特
徴
を
核
に
対
応
す
べ
き
分
野
を

考
え
た
結
果
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
に
決
ま
っ
た
」（
奥
村
氏
）。

2
0
2
3
年
度
か
ら
10
学
部
の
教
員

が
参
画
し
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
一
定
の
学
生
ニ
ー

ズ
が
把
握
で
き
、
産
業
界
と
の
連
携
も

進
ん
だ
こ
と
で
、
本
制
度
を
使
っ
た
新

学
環
設
置
の
着
手
に
至
っ
た
。「
起
業

に
は
、
経
営
学
や
商
学
だ
け
で
な
く
、

法
律
の
知
識
も
欠
か
せ
な
い
。
社
会
課

題
の
理
解
も
な
く
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ア

イ
デ
ア
も
出
な
い
だ
ろ
う
。
養
成
す
る

人
材
像
が
既
存
の
学
問
体
系
に
収
ま
る

の
な
ら
学
部
の
設
置
で
も
よ
い
が
、
横

断
的
な
教
育
が
不
可
欠
で
あ
る
な
ら
、

「
一
拠
点
総
合
大
学
」だ
か
ら

生
み
出
せ
る
価
値
と
は
何
か
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理事長に聞く！
設置構想中の
大学に聞く！

経済学関係

30名

2026年

入学
定員

設置
年度

学位の
分野

キ
ャ
ン
パ
ス
／
京
都
府
京
都
市

学
生
数（
学
部
）／
１
万
５
４
８
７
人

　学
部
／
経
済
、経
営
、法
、

現
代
社
会
、国
際
関
係
、外
国
語
、文
化
、理
、情
報
理
工
、生
命
科
学

京
都
産
業
大
学

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
学
環（
仮
称
）

大
規
模
総
合
私
大
の
新
設
・
改
組
の
こ
れ
か
ら
は
？

◎起業
◎企業・組織に
おける
企業内起業家
（イントレプレナー）、
企画部門人材
◎家業継承
◎自治体
◎NPO  など

世界観を広げ、
自らの見解を
確立できる

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5
アイデア・構想を
事業計画化し、
他者に提示できる

実証的企画を試行し、
構想・計画を
緻密化できる

目標に向けて、
自律的に事業を
進めることができる

起業家精神をもって、
挑戦しつづける
ことができる

1年 2年 3年 4年

共通教育
科目

基盤科目
起業家精神やアイデアを具体化する
ための知識を体系的に学ぶ

アントレ
プレナー
シップ科目

ビジネス
探索科目

ビジネス
デザイン科目

セルフ・カルチベーション

展開科目
各自の構想に必要な知識の
幅をさらに広げる

経営学領域 法学領域 現代社会学
領域

演習科目
段階的にビジネス創造・革新のための
技能や姿勢を身に付ける

基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅱ
ビジネス
クリエーション
演習

AI・データリ
テラシーや
キャリア観な
ど、これから
の社会への
素養を身に
付け、関心
を広げる

「起業」だけ
でない、
多様な進路
が広がる

企画・挑戦を通じてビジネスプランを確立。
時代の変化に対応するための「学び続ける」姿勢も身に付ける

【アントレプレナーシップ学環（仮称）のカリキュラム】（予定）

分
野
横
断
型
の
学
部
等
連
係
課
程
と
い

う
形
態
が
有
効
だ
」（
奥
村
氏
）。

　新
学
環
の
構
想
に
際
し
て
は
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
を
重
視
し
、

D
P
案
は
起
業
家
や
企
業
人
と
話
を
し

な
が
ら
練
っ
た
。
素
案
は
学
生
や
高
校

教
員
に
も
見
せ
て
反
応
を
探
っ
た
。

　「市
場
調
査
の
デ
ー
タ
だ
け
を
見
て

新
設
に
踏
み
切
っ
て
も
学
生
が
集
ま
る

時
代
で
は
な
い
。
社
会
の
動
き
は
複
雑

な
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
話
を
聞
い

て
、
仮
説
を
検
証
し
、
確
証
を
得
な
い

と
成
功
し
な
い
。
構
想
を
説
明
す
る
と

『
お
も
し
ろ
い
』『
京
産
大
ら
し
い
』
と

い
う
期
待
の
声
が
聞
か
れ
、
自
信
に

な
っ
た
」
と
奥
村
課
長
は
言
う
。
こ
う

し
た
対
話
の
結
果
、
設
置
前
か
ら
新
学

環
を〝
推
す
〞人
が
増
え
て
い
る
そ
う
だ
。

「
18
歳
人
口
減
下
で
は
大
規
模
大
学

で
あ
っ
て
も
、
社
会
が
共
感
す
る
〝
キ

ラ
リ
と
光
る
も
の
〞
が
な
け
れ
ば
生
き

残
れ
な
い
。そ
れ
に
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
使

命
）、
パ
ッ
シ
ョ
ン
（
学
生
に
向
き
合

う
姿
勢
）、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
受
け

入
れ
る
学
生
像
）
を
し
っ
か
り
と
伝
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
新
学
環
設
置
は

新
規
事
業
。
わ
れ
わ
れ
に
も
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
進
め
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」（
奥
村
氏
）。

社
会
や
学
生
と
対
話
を
続
け

共
に
新
学
環
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
う
や
ま

＊入学定員等は現時点での予定であり、今後変更される場合があります。 


